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公益社団法人日本地震工学会 第 51回理事会議事録

A.日時： 2021 年 4月 20日（火） 16 時 00 分～19 時 00分
B.場所： ZOOMによるオンライン会議

C.出席者：（会長）中埜良昭，（副会長）山中浩明，山田 哲，秋山充良

（担当理事）徳光亮一，米澤健次，松岡太一，樋口俊一，隈本邦彦，久保智弘，

永野正行，小檜山雅之，松島信一，丸山喜久，肥田剛典

（監事） 三輪 滋

欠席：（担当理事）清田 隆，（監事）久田嘉章

オブザーバ出席：清野純史次期会長，小松康典事務局長，戸田薫子事務局員

D.議題および提出資料：

議題：

報告事項

1) 第 50回理事会議事録（案）の確認（米澤理事） 資料 51-01
2) 会務報告（徳光理事） 資料 51-02
3) 情報コミュニケーション委員会からの報告（久保理事） 資料 51-03
4) 会誌編集委員会からの報告（永野理事） 資料 51-04
5) 論文集編集委員会からの報告（小檜山理事） 資料 51-05
6) 事業企画委員会（企画）からの報告（丸山理事） 資料 51-06
7) 17WCEE運営委員会からの報告（中埜会長） 資料 51-07
8) 将来構想委員会からの報告（山中副会長） 資料 51-08
9) ESG-6 国際シンポジウム運営委員会からの報告（東ESG-6 幹事長） 資料 51-09
10) 第 25回「震災対策技術展」横浜 ブース展示報告（徳光理事，米澤理事） 資料 51-10
11) 防災学術連携体臨時総会の開催報告（樋口理事） 資料 51-11
12) 業務執行理事の業務報告について（米澤理事） 資料 51-12

議 案

第 1 号 入退会者（米澤理事） 資料 51-13
第 2 号 共催・後援・協賛等（米澤理事） 資料 51-14
第 3 号 選挙管理委員会 2021年度委員（案）（樋口理事） 資料 51-15
第 4 号 令和２年度事業報告（案）（徳光理事） 資料 51-16
第 5 号 令和２年度決算（案）（松岡理事） 資料 51-17
第 6 号 投稿規程の改定について（小檜山理事） 資料 51-18
第 7 号 共催・後援・協賛に関する細則の改定について（徳光理事） 資料 51-19
第 8 号 次期理事会理事候補者の選出（徳光理事） 資料 51-20
第 9 号 公益社団法人日本地震工学会第 9回社員総会議事次第（徳光理事） 資料 51-21

懇談事項

1) JAEE20周年記念事業（秋山副会長） 資料 51-22
2) 社員総会・表彰式の運営分担について（徳光理事） 資料 51-23
3) 部会・委員会等の引継ぎについて（徳光理事） 資料 51-24
4) 次期への申し送り事項（徳光理事） 資料 51-25

資料 52-04
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E.議事録：

報告事項

1) 第 50回理事会議事録（案）確認（米澤理事）

・ 米澤理事より資料 51-01に基づいて第 49回理事会議事録の確認が行われ，特に修正事項はなく

承認された。

2) 会務報告（徳光理事）

・ 徳光理事より資料 51-02に基づいて会務報告がなされた。

・ 17WCEEプログラム委員会の追記情報があるため，中埜会長から徳光理事に後程詳細を連絡し

追記することになった。その他は特に異議はなかった。

3) 情報コミュニケーション委員会からの報告（久保理事）

・ 久保理事より資料 51-03 に基づいて情報コミュニケーション委員会からの報告について説明が

なされた。

・ アップロードするファイルは，どのようなものか？との質問があり，販売されていない過去の

地震工学シンポジウムと年次大会の論文とするとの回答があった。

4) 会誌編集委員会からの報告（永野理事）

・ 永野理事より資料 51-04に基づいて会誌編集委員会からの報告がなされた。

5) 論文集編集委員会からの報告（小檜山理事）

・ 小檜山理事より資料 51-05に基づいて論文集編集委員会からの報告がなされた。

6) 事業企画委員会（企画）からの報告（丸山理事）

・ 丸山理事より資料 51-06に基づいて事業企画委員会（企画）からの報告がなされた。

7) 17WCEE運営委員会からの報告（中埜会長）

・ 中埜会長より資料 51-07に基づいて 17WCEE運営委員会の進捗について報告がなされた。

8) 将来構想委員会からの報告（山中副会長）

・ 山中副会長より資料 51-8 に基づいて，4/7 に開催された第 5 回将来像検討 WG および 20 周年

記念式典のパネルディスカッション案について報告がなされた。後の懇談事項「JAEE20 周年

記念事業」においてまとめて議論することになった。

9)  ESG-6国際シンポジウム運営委員会からの報告（山中副会長代理報告）

・ 東 ESG-6 幹事長が欠席ため山中副会長より資料 51-9 に基づいて，ESG-6 国際シンポジウム運

営委員会からの報告がなされた。開催場所を当初予定していた京都テレサはキャンセルし，京

都大学宇治キャンパスおうばくプラザのきはだホールをメイン会場にして，会場＋オンライン

のハイブリッド形式で開催することになった。キャンセル料 60 万円の支出を承認いただきた

い旨の依頼があり，キャンセル料の支出に関しては，特に異議なく承認された。

10) 第 25回「震災対策技術展」横浜 ブース展示報告（徳光理事）

・ 徳光理事より資料 51-10に基づいて，第 25回「震災対策技術展」横浜のブース展示について報

告がなされた。

11) 防災学術連携体臨時総会の開催報告（樋口理事）

・ 樋口理事より資料 51-11 に基づいて，防災学術連携体臨時総会について報告がなされた。今回

の臨時理事会は「一般社団法人 防災学術連携体」としての理事会である。

12) 業務執行理事の業務報告について（米澤理事）

・ 米澤理事より資料 51-12 に基づいて，業務執行理事の業務報告について説明がなされた。今年

度は、すべての理事会において、全部会・委員会の報告がなされており、定款に定められた報

告義務が果たされていたことの報告があった。
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議 案

第 1 号 入退会者（米澤理事）

・ 米澤理事より資料 51-13に基づいて入退会者の報告がなされた。例年よりも退会者数が増えて

いる旨の報告があり，退会の理由が退職や高齢のためが多く，今後，若い会員を増やすことが

課題であるとの意見があった。入会者に関しては，特に異議なく承認された。

第 2 号 共催・後援・協賛等（米澤理事）

・ 前回理事会から共催・後援・協賛等の依頼が無かったため，審議はなかった。

第 3 号 選挙管理委員会 2021年度委員（案）（樋口理事）

・ 樋口理事より資料 51-15に基づき選挙管理委員会 2021年度委員（案）について説明がなされ，

特に異議なく承認された。

・ 資料では新任の方の任期は 4年となっているが 2年ではないのかとの指摘があり，再任が前提

であるため，任期 2年を 2回で 4 年と記載されているが，正確には 2年（再任 2年）と記載し

た方が良いとの意見があった。 ⇒ 資料 51-15 の 2025 年までを 2023年までとして再任が了

承済みであることを明記するように修正することになった。

第 4 号 令和２年度事業報告（案）（徳光理事）

・ 徳光理事より資料 51-16に基づき令和２年度事業報告（案）について説明がなされた。主に前

回理事会で報告された内容から変更があった部分について説明がなされた。特に異議がなく承

認された。

・ 文中の「News Letter」は「Newsletter」に修正することとした。

第 5 号 令和２年度決算（案）（松岡理事）

・ 松岡理事より資料 51-17に基づき令和２年度決算（案）について説明がなされ，特に異議はな

く承認された。

・ 繰越金は 90 万円程度減ったことになるが，資産全体としては 140 万円程度増えている旨の報

告があった。

第 6 号 投稿規程の改定について（小檜山理事）

・ 小檜山理事より資料 51-18に基づき投稿規程の改定について説明がなされた。論文集出版に係

る費用の内訳等が説明された。英文オリジナル論文の投稿に対しても掲載料（和文論文と同額）

を課すように投稿規程を改定する議案に関しては，特に異議はなく承認された。

第 7 号 共催・後援・協賛に関する細則の改定について（徳光理事）

・ 徳光理事より資料 51-19に基づき共催・後援・協賛に関する細則の改定について説明がなされ

た。関連 5学会または事前に会長の承認を受けた団体に限り，会長または総務理事の判断で承

認できるようにする細則を改定案は，特に異議なく承認された。ただし，「事前に会長が認め

た主催団体」は「事前に理事会で承認された主催団体」に修正することになった。

第 8 号 次期理事会理事候補者の選出（徳光理事）

・ 徳光理事より資料 51-20に基づき次期理事会理事候補者の選出について説明がなされた。特に

異議なく承認された。来月の社員総会で承認を得ることになることが報告された。

・ 第 16 回地震工学シンポジウムの担当理事は，令和３年度の理事から選出するのか，別途，理

事を選出するのかとの質問があり，準備は来年の１月頃から始め，担当理事は令和４年度の理

事からの選出となる旨の回答があった。

第 9 号 公益社団法人日本地震工学会第 9回社員総会議事次第（徳光理事）

・ 徳光理事より資料51-21に基づき公益社団法人日本地震工学会第 9回社員総会議事次第案につ

いて説明がなされた。第 9回社員総会議事次第案については特に異議なく承認された。
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懇談事項

1)  JAEE20周年記念事業（秋山副会長）

・ 秋山副会長より資料 51-22 に基づき，JAEE20 周年記念事業の進捗・確認事項について説明が

なされた。コロナの感染拡大に伴い，開催形式を再考する必要があり，完全オンライン開催と

するか，ハイブリッドで開催するか，審議していただきたい旨の依頼があった。

・ コロナの感染状況を勘案し，完全オンラインで開催することで，承認が得られた。

・ 社員総会および表彰式も完全オンライン開催することで承認が得られた。建築学会の会場はキ

ャンセルすることになった。

・ 完全オンラインになったことの連絡を，会場にて参加予定だった来賓方には中埜会長から，ま

だ出欠の回答を頂いていない来賓の方（川田会長）には事務局から，基調講演の羽藤先生と翠

川先生には丸山理事から，パネリストには山中副会長から，各受賞者には事務局から行うこと

になった。

・ パネルディスカッションで参加者から意見を頂く場合は，どのようにしたら良いかとの質問が

あり，Zoom のチャット機能でコメントを出していただいて，コーディネーターがコメントを

拾い上げて対応することになるとの回答があった。

2) 社員総会・表彰式の運営分担について（徳光理事）

・ 徳光理事より資料 51-23に基づき，社員総会・表彰式の運営分担について説明がなされた。社

員総会シナリオ（特に新任理事の名前）を確認いただき，誤りがあれば徳光理事にお知らせい

ただきたい旨の依頼があった。

・ 社員総会において質問や異議がある方の挙手の仕方など，事前に総会出席者向けに説明書を作

成することになった。

・ 資料 51-23はハイブリッド開催を前提に作成しているが，完全オンライン開催への変更に伴い

適宜修正することの報告があった。修正後，中埜会長，山中副会長，小檜山理事に確認いただ

き，修正追記があれば徳光理事にお知らせいただくことになった。

・ 國生先生の業績名称に「研究」とのキーワードを入れることで修正することになった。

3) 部会・委員会等の引継ぎについて（徳光理事）

・ 徳光理事より資料 51-24に基づき，部会・委員会等の引継ぎについて説明があった。

・ 資料 51-24の次回理事会の曜日に誤りがあり，修正することになった。

4) 次期への申し送り事項（徳光理事）

・ 徳光理事より，資料 51-25に基づき，次期への申し送り事項について説明がなされた。資料 51-
25 に記載の内容の他に，以下の補足があった。

・ 社員総会以降，小松事務局長から戸田次期事務局長へ変更になるため，事務局の引継ぎ作業が

発生するため，必要に応じて各理事に協力いただきたい旨の依頼があった。

・ 小松事務局長には来年 6月まで事務局員として残っていただけることの報告があった。

・ 小松氏の後任は，今年 10 月頃から人材募集を始め，来年の 1 月頃から引き継ぎのため新しい

方に入ってもらった方が良いとの説明があった。

・ 今年度下期に，2023 年開催予定の次回地震工学シンポジウムの実行委員長，幹事長を選任し

て準備をする必要があるとの説明があった。

・ 地震学会と共同で記念事業を開催する計画があり，今年度の地震学会との懇談会にて調整する

こととなっている。理事の中から担当窓口を選任する必要があり，次回または次々回の理事会

で担当理事を選任した方が良いとの説明があった。

次回予定：第 52回理事会 6月 18日（金）16時～19時
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以上 この議事録が正確であることを証します。

令和 年  月  日

議 長 中 埜  良 昭

監 事 久 田 嘉 章

監 事 三 輪 滋


